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北病棟チームカンファレンス記録

平成１９年　　２月　　１９日　（月）

司会　岩籐　良子　　　記録　村越　順子
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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・第７回法人研修が行なわれます。勤務以外のスタッフは出席する様にして下さい。

日時：２月１９日(月)、２０日（火）　　１７:３０～１８：３０
場所：メモリアルホール
講師：精神保健福祉領域　病院事務　高橋GOM
内容：｢暴言・暴力対応について｣
事前に出欠簿への入力をお願い致します。
教育委員会→平成18教育委員会→Ｈ18法人研修(07.02.19.20)→第7回法人研修
→「出欠簿はこちらです」
・コピー使用時についての許可は、グループ・チームごとに使用カードを分けましたのでお知らせ致します。

看護・通所グループ　　・・・・・佐藤ＡＯＭ

　　　医事チーム　　　　　　・・・・・・高橋ＧＯＭ

　　　コメディカルチーム・秘書・・・・・庶務

担当以外のカードは使用出来ませんが、佐藤ＡＯＭが休日の時は庶務にてカード管理を行いますので、庶務へ申し出下さい。又、記入表もそれぞれ別の記入用紙になりますので、間違いのない様に、周知徹底して下さい。
・修理依頼していた男子トイレの小便器（一番手前）の修理が本日終了しています。　

・各申請（年休・欠勤・遅刻・早退）等に関しての決裁について、自分の連絡先が必要入力事項から落ちている事が多く見られています。また、今までは注意コメントをして決裁をしていましたが、今後は不備のある物に関してはすべて差し戻しをさせて頂くとの事なので、申請をする際はきちんと必要事項を入力の上確認し、申請をする様にしましょう。

・１月分の医療廃棄物分別チェック結果の報告が来ています。

　（北病棟）・リキャップした注射器が入っていた。

　　　　　　・感染ＢＯＸ（非感染性廃棄物）に、点滴ボトルがそのまま（２つに分けずに）入っていた。
・感染ＢＯＸに、非感染性廃棄物が入っていた。（点滴ライン）

・非感染性袋に、一般ゴミが入っていた。（注射針キャップ・紙くず）

〇医療廃棄物分別にあたりスタッフより意見があり、感染対策管理委員長へ確認をしています。

・ネリプロクト坐剤軟膏のチューブはパッケージと同様、一般ゴミ扱いでも良いのではないか？

→区別せず、パッケージのまま感染性廃棄物に入れる。

・ネリプロクト坐剤軟膏挿入時に使用するディスポ手袋は排泄物が付着していない為、一般ゴミ扱いでも良いのではないか？

→検討中です。

医療廃棄物を廃棄する際は、提示してある表を確認してから廃棄する様にして下さい。

＜患者様連絡事項＞

・伊藤　義彦様～本日11：50～17：00御家族付き添いもと自宅へ外出されています。10：00迎えにて外出予定でした。御家族が遅く迎えに来られた事に関しての不満は無く、「迎えに来てくれてありがとう。」とお礼を話されています。単独外出申請用紙については御家族内での話し合いが出来ていない為、用紙に記入出来ず、持参していない事を報告受けています。帰院時間に遅れる際は連絡して頂く様に伝えています。現在の買い物はスタッフ付き添いとなります。転入後の初外出の為、帰院時は外出中の様子や御家族との交流、疲労感、緊張感等の有無等を本人・御家族から確認し、訴え時は傾聴して関わっていき、その後は余暇時の過ごし方、所在の確認等を明確にして様子観察をしていきましょう。

・浅野　秀子様～2/15（木）から2/21（水）まで各治療プログラムは術後の為、休養目的として欠席となっています。主治医の診察時に今後の作業療法導入について検討していく予定となっています。現在は殆ど自室での臥床が目立っている為、今後の治療プログラム導入にあたり体調を伺いながら、短時間でのホールで過ごす事を声掛けし、徐々に小作業的なものを考慮する方向で受け持ちスタッフは本人と話し合い検討していきましょう。

＜ＯＴ一週間の報告、検討＞

・柳杭田　かつ子様～新しい作業を提供しますが、「出来ません。」と話され、途中で諦めてしまう事が多く見られています。現在は「ピエロの人形作りを手伝って欲しい。」とスタッフ側から声掛けをし、スタッフ・他患者様と共同で作っています。今後、あまり難しくない作業で、達成感を味わえるものを提供し、本人の意欲を高められる様にして関わっていきたいと思います。

・本田　英之様～以前、本人自身の自己評価が高い様子伺える為、革細工のブックカバーとタバコケースを製作するにあたり、一人で図案作りから行なって頂き訂正があればスタッフも手伝う事を説明しています。始めは自信の無い発言聞かれていましたが、現在は分からない所は自からスタッフへ聞く事ができ説明にて納得されています。更に、作業中に居眠りが目立っていましたが、最近は作品作りに集中する事ができ、他患者様との交流を図りながら取り組まれています。引き続き本人のレベルアップを目的としながらフィードバックしていける様、検討して関わっていきたいと思います。

＜週間予定＞

２月１９日（月）　モップ受け取り・疾病教室（ＡＭ・ＰＭ）


村上幸子様：退院療養検討会　13：30～

２０日（火）　栄養指導（ＡＭ・ＰＭ）

２１日（水）　定期寝具交換（布団カバー）

２２日（木）　皮膚科診察（ＡＭ）・疾病教室（ＰＭ）


小比類巻昇様：退院前訪問指導

２３日（金）　歯科診察　予定者：津嶋イチ子様

２５日（日）　村上幸子様：退院予定

＜退院療養検討会＞
村上　幸子様（59）

病名：うつ病　合併症：甲状腺機能低下症

主治医：川端Ｄｒ　　任意入院（平成17年11月21日　医療保護入院から切り替え）

保護者：村上　昌男様（夫）

入院日：平成16年8月17日　

退院予定日：平成19年2月25日　10：00

初外来：平成19年3月6日　10：00

障害者手帳：有り　　

自立支援新規申請予定、訪問看護申し込み同意書記載予定（退院時）

経済：家族

外来通院：1回/2Ｗ

訪問看護：1回/2Ｗ（外来日と区別する）　三戸町保健師の訪問依頼

服薬管理：現在、自己管理。忘薬・誤薬・拒薬は無く、服薬の必要性についても理解出来ている。

生活リズム：起床、就床時間は一定となっている。

日課・プログラム：作業療法時、過度の集中力がみられ休憩時間の声掛けに対しても手休めなく作業を行っている。的確に休憩をする様に介入している。

経過：退院予定は昨年の12月頃となっていましたが、主治医の診察時、本人より食事献立を考える事に対し不安感の訴えが聞かれていました。平成18年12月頃より外泊訓練の度に料理の献立を担当スタッフと考える事で「自信が無い。」と発言がありましたが、同様の事を繰り返す事により不安感の訴えが軽減される様になっています。正月外泊中に御家族と今後について話し合い、退院に向ける方向となってからは、徐々に退院に対して関心を持てる様になり、料理教室導入で他患者様と共に調理する事で自信が持てる様子が伺える様になっています。2月より外泊の日付が決定後、料理に使用する材料を品定め目的として自ら買い物に行ける様になっています。現在は、料理献立の不安感はほぼ改善され御家族の受け入れ体制も整い、2月25日（日）退院の予定となっています。

病棟から：自らの考えや不安感を訴える事が少ない為、本人の自己表現出来る能力とのバランスを取りながら、他者との交流が持てる様に引き出す関わり等をアドバイスしていって欲しい。息子様との交流に関して会話する事が少ない状況や、夫様との会話に関しては聞き役となっている現状な事を参加された訪問看護スタッフ、外来スタッフに情報提供しています。

今後について：ストレス耐性が弱い方なので、退院後、外来受診時や訪問看護等で話し掛けで交流を多く持ち、本人の自己表現出来る様に関わっていき、不安感や困っている内容等を上手く聞き出し他者との交流が持てる様アプローチしていきましょう。


































